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るが，大気補正においては成層圏に至るような火山の大噴火直後でもない限り，その

必要性は少ないであろう。なお，将来的には，GLI/ADEOS IIやOMI/EOS-CHEMセン

サも有効なエアロゾル情報を提供するものと期待される。 

以上のようにして測定・解析し求めたエアロゾルパラメータ（τa(λ)，ωa(λ)，お

よび Pa（θ,λ））は，分子に関する吸収・散乱のパラメータと，以下の式のように組

合せ，重み付けを行い，全体としての平均的な光学的厚さτ(λ)，一次散乱アルベド

ωo(λ)および位相関数 P（θ,λ）を求める。また，必要に応じて，これを幾つかの水

平層に区分して計算を行う。 
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この結果を，前述の式(5.23)～(5.28)の放射伝達式の入力パラメータとして利用し，

大気補正計算を行うこととなる。なお，逆問題として地表面パラメータを解く方法も

あるが，放射伝達計算を厳密に行いたい場合は，あらかじめ地表面パラメータを変化

させてシミュレーションした計算結果をテーブル化し，その上で近似計算（内挿等）

する方法が実用的であろう。 
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